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尿路感染症におけるAT-2266の 臨床 的検討

宮本慎一 ・田宮高宏 ・高塚慶次

砂川市立病院泌尿器科

熊本悦明

札幌医科大学泌尿器科

新合成抗菌剤AT-2266の 尿路感染症における有効性を検討 した。単純性尿路感 染症 には本剤を

1日100～400mg,複 雑性尿路感染症には1日200～600mgを 経 口投与 した結果,以 下 の結論を得

た。

1.単 純性尿路感 染症息者15例 の臨床効果は,著 効15例 で,有 効率100%で あった。原因菌はいず

れも消失 した。1日100mgを3～4日 投与後,1週 間後に再発を検討 した9例 では,い ずれ も

再発をみなか った。

2.複 雑性尿路感染症患者31例 では,著 効12例,有 効11例,無 効8例 で,有 効率74%で あ った。原

因菌の37株 中32株(86%)が 消失 した。

3.AT-2266服 用に よる自 ・他覚的異常所 見,血 液検査所見の異常変動は,今 回検討 した症例 で

は認めなかった。

AT-2266ほ大日本製薬で開発されたピリドンカルボン酸系合

成抗菌剤である。われわれは本剤の尿路感染症における有効性

を検討したので,その成績を報告する。

1.対 象 と 方 法

当科外来患者および入院患者で,原 因菌が104cfu/ml

以上,尿中白血球が10ケ/HPF以 上みられ た症例にAT

-2266を経口投与 した。投与量は1回 量100～200mg,

1日;～3回 投与 した。あわせてAT-2266投 与前後で

の検血,血 液生化学の変動をみた。

分離菌のMICは,群 馬大学 医学 部 微生物学教室 に

て,化療標準法1)に従 って測定 した。 臨床効果 の判定は

UTI研 究会効果判定基準2)に よった。 なお,本 試験は

昭和57年1月より同年12月 まで実施した。

II.　結 果

AT-2266を 投与 した57症 例 を一括 してTable 1に 示

した。このうち効果判定 した症例 は,単 純性尿 路感染症

で15例,複雑性尿路感染症では症例17か ら47ま での31例

であった。

1.単 純性尿路感染症 の臨床効果

1日投与量別には100mg10例 ,200mg3例,400mg

2例であった。原因菌別 には,E.coli 14例,P.mira-

bilis 1例であった
。臨床効果 は著効15例 で有効率100%

であった(Table 2)。原因菌はいずれ も消失 した(Table

3)。AT-22661日100mgを3～04日 投与 後再発を 検

討した症例では,1～2週 間後に再発をみた症例はなが

った(Table 4)。

2.複 雑性尿路感染症の臨床効果

カテーテル非留置の複雑性尿路感染症の臨床効果は著

効10例,有 効9例,無 効6例 で有効率76%で あった。 カ

テーテル留置の複雑性尿路感 染症 の臨床効果は著効2例,

有効2例,無 効2例 で有効率67%で あった。複雑性尿路

感染症全体でのAT-2266の 臨床効果は,著 効12例,有

効11例,無 効8例 で,有 効率74%で あ った(Table 5)。

細菌学的効果 については単独菌感染,複 数菌感染 のい

ず れも含めて,原 因菌37株 中32株(86%)が 消失 した

(Table 6)。AT-2266のMICを 測定 した33株 の細菌学

的効果 をみ ると,い ずれのMICを 示す菌 もAT-2266

に よ く反応 している ことが わか った(TaMe7)。AT-

2266投 与後 に出現 した細菌は5菌 種,8菌 株であ った。

これ らに対す るAT-2266のMICは7株 が6.25μg/ml

以上であった.(Table 8)。

3.　副作用 ,

今回検討 した57例 では,AT-2266服 用に伴 う自 ・他

覚的異常反応は認めなか らた。

血液検査成績については,AT-2266を3～4日 投与

後に検査値 の変動を調べた もの11例,5～7日 投与後は

10例,14日 間投与 後10例 であ ったが,い ずれの症例 にお

いても,臨 床検査値に異常変動 を認め なか った(Table

9)。

III.　考 察

AT-2266の 抗菌スペ ク トラムは,グ ラム陽性菌,グ

ラム陰性菌,ブ ドウ糖非発酵菌 マイ コプラズマ と広 く,
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Table 2 Clinical efficacy of AT- 2266 on uncompli-
cated urinary tract infection

Table 3 Bacteriological effects of AT- 2266 in

uncomplicated urinary tract infection

Table 4 Recurrence of UTI after AT- 2266 treatment

in uncomplicated urinary tract infection

a) Case 2•`9

b) Case 2, 6, 8 and 9

また抗菌力において もNalidixic acid,Pipemidic acid

より優れているとされてい る3,の。 本剤は消化管 か らの

吸収は良好で,大 部分は尿 中に排泄 され る5)こ とか ら,

尿路感染症治療薬 として優れた臨床効果が期待 され るが,

今回の臨床的検討において も,単 純性尿 路感染症15例 で,

1日100～200mg投 与で有効率100%
,ま た複雑性尿路

感染症31例で,1日 投与量200～600mgに て有効率74%

という優れた臨床効果が得 られた。

同系統の薬剤の臨床効果については,単 純性尿路感染

Table 6 Bacteriological effects of AT- 2266 in

complicated urinary tract infection

Table 7 MIC of AT- 2266 and bacteriological

response

Table 8 Bacteria emerged after AT- 2266 treatment

and the MIC of AT- 2266 for them

症 で はMiloxacin 1日0.75～2g投 与 で有 効 率100%6),

Cinoxacin 1日100～800mg投 与 で有 効率95%7)と い う

成績 を得 て い る。 また 複雑 性 尿路 感 染 症 に お い て は,

Miloxacinの1日0.75～2g投 与 で有 効 率66%6)で あ っ

た。 本剤 の 治療 成 績 は1日100～600mg投 与 で,こ れ ら

と同程 度 以 上 の もの で あ り,こ れ は,本 剤 の強 い 抗 菌力

と尿 中排 泄 が大 きい こ とに よ る もの と思 わ れ る。
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Table 9 Toxicity study (before/ after)
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副作用については,自 ・他覚的に異常 をみた症例は な

く,血液検査では1日600mgを14日 間投与 した10例 に

っいても異常変動を認めず,臨 床応用に十分 耐え得 るも

のであるが,今 後とも症例の積み重ねが必要 である。
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CLINICAL EVALUATION OF AT-2266 IN URINARY TRACT INFECTION
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Department of Urology, Sunagawa Municipal Hospital

YOSHIAKI KUMAMOTO
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AT-2266 is a new oral antimicrobial agent. 16 female patients with uncomplicated urinary tract infection were
treated with AT-2266 at a daily dose of 100-400mg. 15 of them were evaluated for clinical efficacy based on the

parameters, urine culture, pyuria and subjective symptoms. All of them were evaluated as effective. The
pathogenic microorganisms were eliminated in all cases.

41 patients with complicated urinary tract infection were treated with AT-2266 at a daily dose of 200-600mg. 31
of them were evaluated for clinical efficacy based on urine culture and pyuria. A favorable clinical response was
observed in 74% of them. The initial infecting microorganisms eliminated in 86%.

This antimicrobial agent was tolerated and no unwanted reactions were encountered in the present study.


